
 

§17−＃4  コンデンサー回路 
コンデンサー，スイッチ，起電⼒

Eの直流電源などからなる電気回路
を考える。回路中の導線やスイッチ
の電気抵抗は⼗分に⼩さいとする。
コンデンサーは平⾏平板コンデンサ
ーであり，極板間は，最初，真空と
する。図のような電気回路がある。 
コンデンサー1，2，3 の電気容量を，それぞれC1，C2，C3 とする。最初，
コンデンサーの電気量はすべて 0 で，スイッチはすべて開いていた。 
(1) まず，スイッチ S1 を閉じた。⼗分に時間がたった後，コンデンサー2

の極板間の電位差がV1 になった。V1 を，E，C1，C2 を⽤いて表せ。 
(2) 次に，スイッチ S1 を開いて，スイッチ S2 を閉じた。⼗分に時間がたっ

た後，コンデンサー2 の極板間の電位差がV2 になった。V2 を，E，C1，
C2，C3 を⽤いて表せ。 

(3) その後，スイッチ S2 を閉じたままスイッチ S1 を閉じた。⼗分に時間が
たった後，コンデンサー2 の極板間の電位差がV3 になった。V3 を，E，
C1，C2，C3 を⽤いて表せ。 

(4) この状態で，コンデンサー3 の極板間を，⽐誘電率εrの誘電体で満た
した。⼗分に時間がたった後，コンデンサー2 の極板間の電位差が，コ
ンデンサー1 の極板間の電位差の 2 倍になった。このときの⽐誘電率εr

を，C1，C2，C3 を⽤いて表せ。 
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